
そ
の
趣
旨
を
皆
様
に
示
し
ま
し
た
と
こ
ろ
百
三

十
人
を
越
す
賛
同
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

。

総
会
時
に
は
是
非

、
北
水
会
館
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き

、
年
代
を
越
え
て
対
話

、
会
話
を
し

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

　
な
お

、
こ
の
会
報
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ

、
充
実
し
た

「
颯
走

」

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

。
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

。

 
発発発発
刊刊刊刊
にににに
当当当当
たたたた

っっっっ
てててて

　　　　
　　　　
OOOO
BBBB
会会会会
長長長長
　　　　
高高高高
校校校校
十十十十
四四四四
期期期期
生生生生
小小小小
森森森森
泰泰泰泰
弘弘弘弘

　
O
B
・
O
Ｇ
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は

、
益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す

。

　
さ
て

、
こ
の
度

、
皆
様
と
O
B
・
O
G

会
を
結
ぶ
手
助
に
な
れ
ば
と
考
え

、
広
報
部

よ
り
会
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た

。

　
平
成
二
十
二
年
に
は
寝
屋
川
高
校
創
立
百

周
年

、
陸
上
部
創
部
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が

、
こ
の
間

、
歴
代
の
顧
問

の
先
生
方
に
は

、
い
つ
の
時
代
も
愛
情
あ
る

お
心
で
指
導
い
た
だ
き

、
感
謝
の
念
で
い

っ

ぱ
い
で
す

。

Ｏ
Ｂ
の
故
竹
林
氏

（
十
三
期
生

）
、
奥
田
氏

（
二
十
二
期
生

）
に
は
お
二
人
で
三
十
年
と

い
う
長
い
期
間
に
わ
た

っ
て
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

。
個
人
種
目
だ
け
で
な
く

、
リ

レ
ー

や
駅
伝
に
も
そ
の
成
果
を
残
し

、
寝
屋

川
高
校
陸
上
部
こ
こ
に
あ
り
と
存
在
感
を
示

し
た
も
の
で
し
た

。
卒
業
後

、
全
日
本
十
種

競
技
優
勝

、
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
一
万
メ
ー

ト
ル

優
勝
と
い
う
卒
業
生
を
輩
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た

。

故
竹
林
先
生
は
誠
に
残
念
な
が
ら
五
十
代
半

ば
に
し
て
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が

、
ツ
ボ
を
得

た
指
導
は
今
で
も
語
り
ぐ
さ
に
な

っ
て
お
り

ま
す

。

　
Ｏ
B
会
が
平
成
十
七
年
十
一
月
に
発
足
さ

れ
ま
し
た
が
そ
の
目
的
は
第
一
に
は
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
　
第
二
に
は
現
役
へ
の

援
助
を
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

。

颯颯颯颯
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二
０
一
0
年
母
校
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま

す

。
そ
れ
に
あ
わ
せ

、
陸
上
部
O
B
・
O
G
会

も
記
念
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

。

　
ひ
と
つ
は

、
記
念
式
典
と
し
て
パ
ー

テ
ィ
を

行
い

、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に

、

歴
代
顧
問
の
先
生
方
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き

、

先
生
方
と
共
に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
持
ち
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

　
も
う
一
つ
は

、
記
念
誌
の
発
行
で
す

。
こ
れ

に
は
こ
れ
ま
で
の
大
阪

、
近
畿

、
全
国
イ
ン
タ

イ
や
大
阪
高
校
総
体

、
近
畿
高
校
総
体
の
戦
績

を
ま
と
め
る
と
共
に

、
各
種
目
の
歴
代
記
録
を

で
き
る
だ
け
多
く
収
録
す
る
予
定
で
す

。
ま

た

、

「
歴
代
顧
問
の
先
生
を
囲
ん
で

」
と
題
し

て

、
座
談
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

。
先
生
方

の
人
柄
や
指
導
方
針

、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気

、

楽
し
い
思
い
出
な
ど
が
語
ら
れ
る
の
で
は
と
期

待
し
て
お
り
ま
す

。

　
現
在
は

、
記
録
の
収
集
中
で
戦
績
に
つ
い
て

は
九
十
パ
ー

セ
ン
ト
収
録
が
終
わ

っ
て
い
ま

す

。
歴
代
記
録
は

、
大
阪
高
体
連
機
関
誌

「
葦

音

」
（
二
０
０
七
年
現
在
一
一
三
号
発
行

）
を

中
心
に
収
集
し
て
い
ま
す
が

、
困
難
な
作
業
に

な

っ
て
い
ま
す

。

「
葦
音

」
が
な
か
な
か
集
ま

ら
ず

、
特
に
一
九
七
九
年
以
前
の
記
録
の
収
集

さ
つ

そ
う

が
は
か
ど

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す

。
今

の
時
点
で
一
一
三
号
の
う
ち
五
八
号
分
を
収

録
し
ま
し
た

。
他
校
顧
問
に
お
願
い
し
て

、

残
り
の

「
葦
音

」
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ

き

、
記
録
の
収
集
に
努
め
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す

。

　
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
会
員

の
皆
様
の
支
援
と
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
し

え
ま
せ
ん

。
ま
た

、
記
録
の
収
集

、
座
談
会

の
実
施
な
ど
で
個
別
に
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

。
そ
の
節
は
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。
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我
々
十
四
期
生
は
部
員
数
に
恵
ま
れ

、
楽
し

い
競
技
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
ま

た

、
卒
業
後
も
陸
上
競
技
を
続
け
た
も
の
が
多

く

、
大
学
の
競
技
会
で
お
互
い
の
活
躍
を
見
て

き
ま
し
た

。
関
西
I
C

、
関
西
学
生
駅
伝

、
大

学
対
抗
戦
等
で
顔
を
合
わ
せ

、
競
技
終
了
後
は

よ
く
の
み
に
行
き
ま
し
た

。
そ
の
よ
う
な
関
係

で

、
お
互
い
家
庭
を
持

っ
て
か
ら
も
家
族
同
士

の
つ
き
あ
い
が
続
き
ま
し
た

。
そ
し
て
還
暦
を

迎
え
た
時

、
恩
師
の
三
原
先
生
の
古
希
と
我
々

の
還
暦
を
祝
う
会
を
催
し
ま
し
た

。
そ
の
席
で

O
B
会
の
組
織
化
が
話
題
に
な
り

、
平
成
十
七

年
十
一
月
二
十
六
日
O
B
・
O
G
会
発
起
総
会

を
開
催
す
る
運
び
と
な

っ
た
次
第
で
す

。

　
そ
し
て
平
成
十
八
年
一
月
に
名
簿
が
で
き
あ

が
り
現
在
連
絡
の
取
れ
る
会
員
数
は
男
子
二
六

二
名

、
女
子
一
九
三
名

、
計
四
五
五
名
で
す

。

そ
の
う
ち
会
費
納
入
者
は
四
月
末
現
在
で
一
０

一
名

、
納
入
率
は
二
十
二
％
で
年
間
収
入
は
寄

付
金
も
含
め
て

、
約
六
十
万
円
で
す

。
た
だ

し

、
初
年
度
は
変
則
的
に
一
・
五
年
分
の
会
費

納
入
の
た
め
単
年
度
で
約
四
十
万
円
で
す

。
今

後
の
課
題
と
し
て
は

、
納
入
率
を
三
十
％
台
に

持

っ
て
い
き

、
親
睦
事
業

、
現
役
に
対
す
る
経

済
的
援
助
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す

。

　
各
卒
業
生
ご
と
に
連
絡
を
取

っ
て
い
た
だ
き

会
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す

。

平成１９年８月４日（土）
午後１時よりOB戦
午後３時よりOB・OG会
午後５時より懇親会

「よう、久しぶり！」「よう、久しぶり！」「よう、久しぶり！」「よう、久しぶり！」
「かわれへんなあ、、」「かわれへんなあ、、」「かわれへんなあ、、」「かわれへんなあ、、」
「おまえこそ。」「おまえこそ。」「おまえこそ。」「おまえこそ。」
なんて会話が、、、。なんて会話が、、、。なんて会話が、、、。なんて会話が、、、。



　　　　　　　　　　　卒業生から卒業生から卒業生から卒業生から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校５６期　佐藤真弓（大阪国際大４年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校５６期　佐藤真弓（大阪国際大４年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校５６期　佐藤真弓（大阪国際大４年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校５６期　佐藤真弓（大阪国際大４年）
　本年度教育実習にこさせていただき、活力あふれた部員の姿にとても元気
づけられました。
　伝統ある寝屋川高校陸上競技部の今を駆け抜けていく闘志は昔と変わら
ず、グラウンドにあり続けているように感じます。また、部員の向上心や探求
心にあおられ、私の指導も熱くなりました。６月上旬万博競技場で行われた中
央大会でも全力で挑戦しベスト記録の連発に嬉しく見守ることができました。
最後になりましたが寝屋川高校陸上競技部における更なる発展と健闘を祈り
ます。

２００7年度大阪高校陸上選手権大会２００7年度大阪高校陸上選手権大会２００7年度大阪高校陸上選手権大会２００7年度大阪高校陸上選手権大会
　5月３０．３１．6月1日　長居競技場
男子
１１０ｍＨ　栗山（予選）　１８”１５
４ｘ１００ｍＲ400m　満徳（準決）５０”９８
3000msc田中　１０’１８”８０　自己新
　　　　　石川　１０’４４”　　　自己新
4×100ｍR森田　満徳　国沢　佐々木
予選４３”４８ ベスト
（準決オ－バ－ゾ－ン）　ああ早い！
4×400ｍR佐々木　吉岡　片桐　満徳
（準決）３’３５”１７　予選　３’２９"ベスト
走り高跳び　吉岡（記録なし）
三段跳び　国沢１２ｍ３５
円盤投げ　山田（記録なし）
女子
100m　臼井　（準決）１２”９８ ベスト
200m　門井　２７”３６
800m　近藤（準決勝）２’２６”０２　自己新
4×100ｍR　門井　臼井　山田　近藤
予選５０”３８（寝屋川記録）
（準決オ－バ－ゾ－ン）　　ああ早い！
4×400ｍR　百崎　門井　山田　近藤
（準決）４’８”３４（寝屋川記録）目標４’５”
100H　山田（準決）１７”０８
　　　　百崎１７”４３
400ｍH　山田７０”２３　準決　キケン
走り高跳　藤浪1ｍ４０
槍投げ　　堀　　２５ｍ
なお、５月５日国際グランプリで女子4×
100ｍRで５０”１１の寝屋川記録を出して
います。

１０年かかってもリレーはがんばる

　　　　　　　OB・OGの皆さんへ　OB・OGの皆さんへ　OB・OGの皆さんへ　OB・OGの皆さんへ
　　　　　　　この会報に広告をお願いできませんか。掲載料を現役の支援に
したいと思います。詳しくは小森会長まで。

　　　　　　　前年度キャプテンより（６０期生　巽　佑介）前年度キャプテンより（６０期生　巽　佑介）前年度キャプテンより（６０期生　巽　佑介）前年度キャプテンより（６０期生　巽　佑介）
　ぼくの高校生活の中で「陸上部」というのは何よりも大きな
存在でした。それだけに大変なこともたくさんありました。い
ろんなことああつに疲れてもう走りたくない、と思ったことも
あります。でも、そんなときに助けてくれたのは陸上部の仲
間でした。何度も支えてもらって感謝の気持ちでいっぱいで
す。このクラブに入って多くの人たちと関係を持つことがで
き、多くの人たちに支えられて僕たちは走れているんだと実
感しました。こんなに恵まれた環境で練習できて僕たちは本
当に幸せでした。「今まで走ってきて良かった。」そう思えた
ことが心から嬉しいです。このクラブの部長ができたことは
ぼくの最高の自慢です。

　　　　　　　新キャプテンより（６１期生）新キャプテンより（６１期生）新キャプテンより（６１期生）新キャプテンより（６１期生）
　新しく陸上部部長になった国沢です。陸上競技は個人
種目と思われがちですがやっぱり仲間たちの支えが
あってこそだと思います。僕たちは互いに切磋琢磨して
力を上げ目標に向かって走り続けたいと思います。一年
間よろしくお願いいたします。

今後の予定今後の予定今後の予定今後の予定
　７月２２．２３日（日．月）　総体予選　（万博）
　７月下旬　　　　　　　　　　強化練習会　府立高専
　８月　４日（土）　　　　　　　OB戦（本校）　１時から
　　  　 ８日（水）　　　　　　　夏季対抗（枚方陸上競技場）
　　　　 １６．１７．１８日（木、金、土）
　　　　　　　　　　　　　　　　大阪総体　（万博）
　９月２２日（土）　　　　　　　地区記録会（枚方）
　　　 ２４日（月）　　　　　　　大阪ジュニア
　　 　３０日（日）　　　　　　　大阪カ－ニバル
１０月２７．２８日（土．日） 秋季大会　（万博）
１１月　３日（土・祝）　　　　２地区記録会（枚方）
　　　 １１日（日）　　　　　　大阪高校駅伝予選（淀川河川敷）十三
　１月１４日（日）　　　　　　大阪高校駅伝（堺　大泉緑地公園）
　２月　２日（土）　　　　　　地区駅伝（山田池公園）
　３月２８．２９．３０．３１日（金．土．日．月）合宿（兵庫教育大学）

寝屋川高寝屋川高寝屋川高寝屋川高
校

OB・OG戦に来
てがんばって
いる私たちを
見てくださ～
い。

編集後記
会報第一号ということでありきたりの内容になってしまいましたが今後は写真なぞ
多く入れて変化のある紙面作りを心がけたいと思っています。皆さんのご意見を
お待ちしております。　　　　　　　　　　　　　広報部　油谷（１８期）　高岡（２７期）


